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第２章 桐生市の高齢者を取り巻く現状と将来 

 

第１節 人口の状況 

１．人口の推移 

令和５年（２０２３）１０月１日現在における本市の人口は１０３，３０２人となってお

り、そのうち高齢者人口（６５歳以上）は３８，３１０人、高齢化率は３７．１％となっ

ています。これを令和元年（２０１９）の高齢化率と比較すると１．７ポイント上昇

となっています。本市の高齢化率は群馬県、全国の平均を大きく上回る割合で推移し

ています。高齢者人口は、令和元年以降減少傾向で推移しているものの、年少人口（０

～１４歳）及び生産年齢人口（１５～６４歳）の減少も進んでいることから、高齢化

率は依然増加傾向となっています。 

また、本市の高齢者人口の内訳については、令和元年（２０１９）以降、後期高齢者

（７５歳以上）が前期高齢者（６５～７４歳）を上回る構成で推移しています。 

 

◆総人口及び年齢階層別人口の推移 
単位：実数（人）、構成比（％） 

区 分 

桐生市 群馬県 
全国 

（万人） 

令和元年 
（2019） 

令和 2 年
（2020） 

令和３年
（2021） 

令和４年
（2022） 

令和５年
（2023） 

令和５年 
（2023） 

令和５年
（2023） 

年少人口 

（０～14 歳） 

実数 10,573 10,196 9,801 9,355 8,918 218,768 1,419 

構成比 9.6 9.4 9.2 8.9 8.6 11.3 11.4 

生産年齢人口 

（15～64 歳） 

実数 60,760 59,481 58,143 57,057 56,074 1,127,183 7,393 

構成比 55.0 54.7 54.4 54.3 54.3 58.4 59.5 

高齢者人口 

（65 歳以上） 

実数 39,116 39,053 38,864 38,622 38,310 584,888 3,622 

構成比 35.4 35.9 36.4 36.8 37.1 30.3 29.1 

 前期高齢者 

（65～74 歳） 

実数 18,102 18,014 17,762 16,763 15,852 274,664 1,614  

構成比 16.4 16.6 16.6 16.0 15.3 14.2 13.0  

 後期高齢者 

（75 歳以上） 

実数 21,014 21,039 21,102 21,859 22,458 310,224 2,008  

構成比 19.0 19.3 19.8 20.8 21.7 16.1 16.1  

総人口 実数 110,449 108,730 106,808 105,034 103,302 1,930,839 12,434 

※桐生市：住民基本台帳（各年 10 月 1 日現在） 

※群馬県：住民基本台帳（令和 5 年（2023）1 月 1 日現在） 

※全国：「人口推計」（総務省統計局 令和 5 年（2023）10 月 1 日現在（概算値）より） 

※全国は四捨五入の関係により合計が一致しません。 

※構成比は、小数点第 2 位を四捨五入して小数点第 1 位までを示しているため、合計値が 100.0％にならない場合があります。 

（以降の表・グラフについても同様。） 

  



第１部 総 論 

10 

◆桐生市の人口の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年（２０２３）１０月１日現在の人口構成では、７５歳以上の後期高齢者の占

める割合が高く、その子ども世代である４５～５９歳の占める割合が高くなっています。 

 

◆令和５年（２０２３）１０月１日現在の人口構成（実績） 
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２．人口の推計 

本市の人口は、令和８年（２０２６）には９７，６８８人（高齢化率３８．６％）、令

和１２年（２０３０）には９１，３３０人（高齢化率４０．１％）、令和２２年（２０４０）

には７５，６８４人（高齢化率４６．５％）となることが予測されます。 

年齢階層別でみると、年少人口（０～１４歳）、生産年齢人口（１５～６４歳）、高齢者

人口（６５歳以上）のいずれの階層においても減少傾向が予測され、高齢者人口の減少

幅に比べて、年少人口及び生産年齢人口の減少幅が大きくなっていることから、今後も

高齢化率は上昇していくものと予測されます。 

 

◆総人口及び年齢階層別人口の推計 
単位：実数（人）、構成比（％） 

区 分 

桐生市 群馬県 
全国 

（万人） 

令和 6 年
（2024） 

令和 7 年
（2025） 

令和 8 年
（2026） 

令和 12 年
（2030） 

令和 22 年
（2040） 

令和 22 年
（2040） 

令和 22 年
（2040） 

年少人口 

（０～14 歳） 

実数 8,662 8,277 7,985 6,816 5,396 158,842 1,142 

構成比 8.6 8.3 8.2 7.5 7.1 9.5 10.1 

生産年齢人口 

（15～64 歳） 

実数 54,323 53,032 52,005 47,898 35,094 887,306 6,213 

構成比 53.7 53.4 53.2 52.4 46.4 53.0 55.1 

高齢者人口 

（65 歳以上） 

実数 38,183 37,967 37,698 36,616 35,194 626,765 3,929 

構成比 37.7 38.2 38.6 40.1 46.5 37.5 34.8 

総人口 実数 101,168 99,276 97,688 91,330 75,684 1,672,913 11,284 

※桐生市：令和 2 年（2020）10 月 1 日現在の住民基本台帳をもとに推計 

※群馬県：国立社会保障・人口問題研究所（令和 5 年（2023）推計） 

※全国：国立社会保障・人口問題研究所（令和 5 年（2023）推計） 

 

◆桐生市の人口の推計 
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令和１２年（２０３０）には、団塊ジュニア世代にあたる５０歳～５９歳の階層が高

い構成比を占めることになる一方で、年少人口（０～１４歳）及び生産年齢人口（１５

～６４歳）の減少傾向は依然進行途上の過程にあるものと予測されます。 

また、令和２２年（２０４０）には、団塊ジュニア世代が６５歳以上となる一方で、

年少人口及び生産年齢人口はさらに減少し、高齢化率は４６．５％になるものと予測

されます。 

 

◆令和１２年（２０３０）１０月１日現在の人口構成（推計） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆令和２２年（２０４０）１０月１日現在の人口構成（推計） 
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３．被保険者数の推移 

本市の令和５年（２０２３）９月末日現在の第１号被保険者数は３８，１４５人で、

そのうち、前期高齢者数（６５～７４歳）が１５，７８２人、後期高齢者数（７５歳以

上）が２２，３６３人となっています。一方で、第２号被保険者に相当する４０～６４

歳人口は、平成３０年（２０１８）から令和５年（２０２３）にかけて減少し、令和５

年（２０２３）１０月１日現在で３４，８２３人となっています。 

 

◆被保険者数の推移 
単位：実数（人）、構成比（％） 

 
桐生市 

平成 30 年 
（2018） 

令和元年 
（2019） 

令和 2 年
（2020） 

令和 3 年 
（2021） 

令和 4 年 
（2022） 

令和 5 年
（2023） 

第１号被保険者数 実数 39,097 38,939 38,885 38,691 38,453 38,145 

 前期高齢者数 

（65～74 歳） 

実数 18,647 18,033 17,946 17,692 16,702 15,782 

 構成比 47.7 46.3 46.2 45.7 43.4 41.4 

 後期高齢者数 

（75 歳以上） 

実数 20,450 20,906 20,939 20,999 21,751 22,363 

 構成比 52.3 53.7 53.8 54.3 56.6 58.6 

40～64 歳人口 

（第２号被保険者相当） 
実数 37,384 36,865 36,373 35,863 35,335 34,823 

※資料：介護保険事業状況報告（各年 9 月末日現在） 

第２号被保険者相当は、住民基本台帳（各年 10 月 1 日現在） 

 

◆第１号被保険者の構成 
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４．被保険者数の推計 

（１）第１号被保険者（高齢者人口） 

令和１２年（２０３０）には、前期高齢者（６５～７４歳）が１３，２６６人、後期高

齢者（７５歳以上）が２３，３５０人になるものと予測され、高齢者人口（６５歳以上）

に占める前期高齢者の割合は３６．２％、後期高齢者の割合は６３．８％となり、後期

高齢者が前期高齢者を２７．６ポイント上回る状況が予測されます。 

また、団塊ジュニア世代が６５歳以上となる令和２２年（２０４０）には、前期高齢者

が１４，４９３人、後期高齢者が２０，７０１人になるものと予測され、高齢者人口に占

める前期高齢者の割合は４１．２％、後期高齢者の割合は５８．８％となり、後期高齢者

が前期高齢者を上回る状況は変わりませんが、その差は１７．６ポイントで、令和１２年

（２０３０）と比較すると小さくなっています。 

令和２２年（２０４０）の人口推計における前期高齢者及び後期高齢者の割合は、群馬

県、全国においても同様の傾向となっています。 

◆第１号被保険者（高齢者人口）の推計 
単位：実数（人）、構成比（％） 

区 分 

桐生市 群馬県 
全国 

（万人） 

令和 6 年
（2024） 

令和 7 年
（2025） 

令和 8 年
（2026） 

令和 12 年
（2030） 

令和 22 年
（2040） 

令和 22 年
（2040） 

令和 22 年
（2040） 

高齢者人口 

（65 歳以上） 
実数 38,183 37,967 37,698 36,616 35,194 626,765 3,929 

 

前期高齢者 
（65～74 歳） 

実数 15,095 14,366 14,147 13,266 14,493 266,013 1,701 

構成比 39.5 37.8 37.5 36.2 41.2 42.4 43.3 

後期高齢者 
（75 歳以上） 

実数 23,088 23,601 23,551 23,350 20,701 360,752 2,228 

構成比 60.5 62.2 62.5 63.8 58.8 57.6 56.7 

※桐生市：令和 2 年（2020）10 月 1 日現在の住民基本台帳をもとに推計 

※群馬県：国立社会保障・人口問題研究所（令和 5 年（2023）推計） 

※全国：国立社会保障・人口問題研究所（令和 5 年（2023）推計） 

◆第１号被保険者（高齢者人口）の構成比 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

39.5% 37.8% 37.5% 36.2% 
41.2% 

60.5% 62.2% 62.5% 63.8% 
58.8% 

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

令和6年

（2024）

令和7年

（2025）

令和8年

（2026）

令和12年

（2030）

令和22年

（2040）

前期高齢者（65～74歳） 後期高齢者（75歳以上）

（％）



第２章 桐生市の高齢者を取り巻く現状と将来 

15 

47.2% 47.0% 46.7% 45.5% 
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（２）第１号被保険者及び第２号被保険者 

令和６年（２０２４）以降、第１号被保険者（６５歳以上）及び第２号被保険者

（４０～６４歳）はいずれも減少していくものと予測されます。第１号被保険者と第２

号被保険者の構成比については、今後、第１号被保険者の割合が第２号被保険者の割合

を上回る傾向が続き、年々その差を増しながら推移していくものと予測されます。令和

１２年（２０３０）には第１号被保険者の割合が５４．５％、第２号被保険者の割合

が４５．５％と予測され、第 1 号被保険者の割合が９．０ポイント上回る見込みとな

っています。令和２２年（２０４０）には、第１号被保険者の割合が６２．１％、第

２号被保険者の割合が３７．９％と予測され、第１号被保険者の割合が２４．２ポイ

ント上回る見込みとなっています。 

 

◆第１号被保険者及び第２号被保険者の構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※桐生市：令和 2 年（2020）10 月 1 日現在の住民基本台帳をもとに推計 

 

◆第１号被保険者及び第２号被保険者の構成比 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※桐生市：令和 2 年（2020）10 月 1 日現在の住民基本台帳をもとに推計  
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第２節 高齢者世帯の状況 

１．総世帯数の推移 

本市の世帯総数は令和５年（２０２３）１０月１日現在、４９，３６３世帯となって

います。令和元年（２０１９）以降、世帯総数は横ばいの状況が続いています。一方、

１世帯あたりの人口は年々減少しており、令和５年（２０２３）１０月１日現在におい

て、その数は２．０９人/世帯となっています。 

 

◆世帯総数及び１世帯あたりの人口の推移 
単位：世帯総数（世帯）、１世帯あたりの人口（人/世帯） 

区 分 
桐生市 

令和元年 
（2019） 

令和 2 年 
（2020） 

令和 3 年 
（2021） 

令和 4 年 
（2022） 

令和 5 年 
（2023） 

世帯総数 49,737 49,744 49,573 49,515 49,363 

１世帯あたりの人口 2.22 2.19 2.15 2.12 2.09 

※桐生市：住民基本台帳（各年 10 月 1 日現在） 

 

◆世帯総数及び１世帯あたりの人口の推移 
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２．高齢者のいる世帯 

本市の令和２年（２０２０）１０月１日現在の一般世帯総数は４４，８６２世帯、そ

のうち、６５歳以上の高齢者がいる世帯は２４，４１４世帯で、一般世帯総数の５４．４％

を占めています。群馬県、全国と比較してみると、群馬県を９．７ポイント、全国

を１３．７ポイント上回っています。 

高齢者がいる世帯のうち、高齢者夫婦世帯は６，１０８世帯、高齢者独居世帯は

７，２３４世帯で、一般世帯総数に占める割合は、それぞれ１３．６％、１６．１％

となっています。いずれも群馬県、全国を上回る割合となっています。 

平成１７年（２００５）から令和２年（２０２０）までの１５年間の推移をみると、

高齢者のいる世帯は令和２年（２０２０）には減少に転じています。一方、高齢者夫

婦世帯、高齢者独居世帯のいずれの数も増加傾向で推移し、一般世帯総数に占める

高齢者独居世帯の割合は、急激な上昇傾向で推移しています。 

 

◆高齢者世帯の推移 
単位：実数（世帯）、構成比（％） 

区 分 
桐生市 群馬県 全国 

平成 17 年 
（2005） 

平成 22 年 
（2010） 

平成 27 年 
（2015） 

令和 2 年 
（2020） 

令和 2 年 
（2020） 

令和 2 年 
（2020） 

高齢者がいる

世帯 

実数 20,894 22,701 24,442 24,414 359,309 22,655,031 

構成比 44.9 48.7 53.2 54.4 44.7 40.7 

 高齢者夫婦

世帯 

実数 4,313 4,949 5,794 6,108 92,979 5,830,834  

構成比 9.3 10.6 12.6 13.6 11.6 10.5  

 高齢者独居

世帯 

実数 4,294 5,351 6,444 7,234 93,993 6,716,806  

構成比 9.2 11.5 14.0 16.1 11.7 12.1  

一般世帯総数 実数 46,525 46,593 45,938 44,862 803,215 55,704,949 

※資料：国勢調査 
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第３節 要支援・要介護認定者の状況 

１．要支援・要介護認定者数の推移 

（１）要支援・要介護認定者数と認定率 

本市の令和５年（２０２３）９月末日現在の要支援・要介護認定者数は８，０５９人で、

認定率は２１．１％となっています。要支援・要介護認定者数は令和５年（２０２３）に

減少に転じていますが、認定率はほぼ横ばいとなっています。 

令和５年（２０２３）９月末日現在、要支援認定者数は２，１７７人、要介護認定者数

は５，８８２人となっています。平成３０年（２０１８）からの５年間で要支援認定者は

１５１人の減少（減少率６．５％）、要介護認定者は２２７人の増加（増加率４．０％）

となっています。 

 

◆要支援・要介護認定者数及び認定率の推移 
単位：実数（人）、構成比（％） 

 平成 30 年 
（2018） 

令和元年 
（2019） 

令和 2 年
（2020） 

令和 3 年
（2021） 

令和 4 年
（2022） 

令和 5 年
（2023） 

第１号被保険者数 実数 39,097 38,939 38,885 38,691 38,453 38,145 

要支援・要介護認定者数 実数 7,983 8,080 8,143 8,155 8,155 8,059 

 
要支援認定者数 実数 2,328 2,277 2,294 2,280 2,174 2,177 

要介護認定者数 実数 5,655 5,803 5,849 5,875 5,981 5,882 

認定率 構成比 20.4 20.8 20.9 21.1 21.2 21.1 

※資料：介護保険事業状況報告（各年 9 月末日現在） 

※認定率＝第１号被保険者の要支援・要介護認定者数÷第１号被保険者数 

 

◆要支援・要介護認定者数及び認定率の推移 
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要支援１

13.9% 

要支援２

13.1% 

要介護１

21.2% 要介護２

16.6% 

要介護３

13.5% 

要介護４

13.4% 

要介護５

8.3% 

（２）要介護度別の推移 

要介護度別の構成をみると、要介護１及び要介護４の増加が著しく、令和５年

（２０２３）における人数は要介護１が１，７０５人、要介護４が１，０８１人

で、平成３０年（２０１８）からの増加率はそれぞれ１４．７％、９．７％となって

います。 

令和５年（２０２３）の要介護度別の構成比をみると、要介護１（２１．２％）の割合

が最も高く、次いで要介護２（１６．６％）、要支援１（１３．９％）となっています。 

 

◆要介護度別の推移 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※資料：介護保険事業状況報告（各年 9 月末日現在） 

 

◆令和５年（２０２３）９月末日現在の要介護度別の構成比 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※資料：介護保険事業状況報告（令和 5 年（2023）9 月末日現在） 
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1,103 1,102 1,106 1,155 1,065 

1,022 1,018 1,029 1,072 1,028 

1,763 1,836 1,887 2,002 1,987 

1,287 1,277 1,285 1,356 1,403 

1,088 1,101 1,119 1,174 1,256 
1,112 1,137 1,157 

1,221 1,352 688 708 719 
755 813 

8,063 8,179 8,302 
8,735 8,904 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

令和6年

（2024）

令和7年

（2025）

令和8年

（2026）

令和12年

（2030）

令和22年

（2040）

要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５

（人）

38,183 37,967 37,698 36,616 35,194 

8,063 8,179 8,302 8,735 8,904 

21.1% 21.5% 22.0% 
23.9% 

25.3% 

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

0

20,000

40,000

60,000

80,000

令和6年

（2024）

令和7年

（2025）

令和8年

（2026）

令和12年

（2030）

令和22年

（2040）

第１号被保険者数 要支援・要介護認定者数 認定率

（人） （％）

２．要支援・要介護認定者数の推計 

（１）要支援・要介護認定者数と認定率 

本市における要支援・要介護認定者数及び認定率の推計については、令和８年

（２０２６）には、要支援・要介護認定者数が８，３０２人、認定率が２２．０％に

なるものと予測されます。また、令和１２年（２０３０）には、要支援・要介護認定

者数が８，７３５人（認定率２３．９％）、令和２２年（２０４０）には、要支援・要

介護認定者数が８，９０４人（認定率２５．３％）になるものと予測されます。 

◆要支援・要介護認定者数及び認定率の推計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※資料：地域包括ケア「見える化」システムより 

（令和 6 年（2024）～令和 8 年（2026）、令和 12 年（2030）、令和 22 年（2040）の各年 9 月末日） 

 

（２）要介護度別の推計 

要介護度別の構成をみると、今後、後期高齢者（７５歳以上）の増加に伴い、特に、要介

護２以上の高齢者が増加していくことが予測されます。 

◆要介護度別の推計 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※資料：地域包括ケア「見える化」システムより 

（令和 6 年（2024）～令和 8 年（2026）、令和 12 年（2030）、令和 22 年（2040）の各年 9 月末日）  
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第４節 日常生活圏域の設定 

１．日常生活圏域の概要 

日常生活圏域とは、地域包括ケアシステム構築の土台となる個々の地域のことで、概

ね３０分以内に必要なサービスが提供されうる範囲で設定すべきものとされており、地

理的条件、人口規模、交通条件などの社会的条件、介護サービス基盤の整備状況を総合

的に考慮して定めています。 

 

２．日常生活圏域の設定 

本市では、平成２７年度（２０１５）に第６期桐生市高齢者保健福祉計画の策定に

あわせて、日常生活圏域の数を５圏域から８圏域に拡大し、現在に至っています。 

 

◆日常生活圏域の設定及び概要 

圏 域 区 名 人 口 高齢者数 高齢化率 
後期高齢者の

割合 

１ １・２・９・１０・１４区 9,414 人 4,079 人 43.3％ 26.5％ 

２ ３・４・５・８区 10,955 人 4,674 人 42.7％ 26.6％ 

３ ６・７・１７区 12,463 人 5,231 人 42.0％ 24.6％ 

４ １１・１３区 16,783 人 5,648 人 33.7％ 20.2％ 

５ １６・２２区 9,221 人 4,030 人 43.7％ 25.6％ 

６ １９・２０・２１区 15,948 人 4,818 人 30.2％ 15.0％ 

７ １５区 16,583 人 5,687 人 34.3％ 20.0％ 

８ １２・１８区 11,935 人 4,143 人 34.7％ 21.1％ 

※桐生市：住民基本台帳（令和 5（2023）10 月 1 日現在） 
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＜日常生活圏域図＞ 
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３．地域包括支援センター 

本市では、８つの日常生活圏域にそれぞれ地域包括支援センターを設置しています。 

 

◆日常生活圏域及び地域包括支援センターの概要（2024 年４月１日（予定）） 

圏域 町 名 地域包括支援センター 

１ 

１区（本町１丁目～３丁目、横山町） 

２区（本町４丁目～６丁目） 

９区（永楽町、小曾根町、宮本町） 

１０区（東久方町、西久方町、天神町、平井町） 

１４区（梅田町） 

桐生市地域包括支援センター 

山育会 

・住所 東久方町二丁目４番３３号 

・電話 ４６－６０６６ 

２ 

３区（稲荷町、錦町、織姫町、美原町、清瀬町） 

４区（新宿、三吉町、小梅町、琴平町） 

５区（浜松町） 

８区（末広町、宮前町、堤町、巴町、元宿町） 

桐生市地域包括支援センター 

社協 

・住所 新宿三丁目３番１９号 

・電話 ４６－４４１１ 

３ 

６区（仲町、川岸町、泉町、東町、高砂町、旭町） 

７区（東） 

１７区（菱町） 

桐生市地域包括支援センター 

菱風園 

・住所 菱町一丁目３０１６番地の１ 

・電話 ３２－３３２１ 

４ 
１１区（境野町） 

１３区（広沢町４丁目～７丁目、広沢町間ノ島） 

桐生市地域包括支援センター 

ユートピア広沢 

・住所 広沢町六丁目３０７番地の３ 

・電話 ５３－１１１４ 

５ 
１６区（川内町） 

２２区（黒保根町） 

桐生市地域包括支援センター 

思いやり 

・住所 川内町一丁目３６１番地の２ 

・電話 ３２－５８８９ 

桐生市地域包括支援センター 

思いやり黒保根 

・住所 黒保根町水沼５６２番地の３ 

・電話 ４６－８８４７ 

６ １９区・２０区・２１区（新里町） 

桐生市地域包括支援センター 

にいさと 

・住所 新里町新川２４８８番地 

・電話 ７４－３０３２ 

７ 
１５区（相生町１丁目一部、相生町２丁目一部、 

相生町３丁目～５丁目） 

桐生市地域包括支援センター 

のぞみの苑 

・住所 相生町五丁目４９３番地 

・電話 ５４－９５３７ 

８ 

１２区（広沢町１丁目～３丁目、桜木町一部） 
桐生市地域包括支援センター 

ユートピア広沢 

１８区（相生町１丁目一部、相生町２丁目一部、桜木町一部） 
桐生市地域包括支援センター 

のぞみの苑 

※第８圏域の地域包括支援センターは、令和６年度のみの暫定措置であり、令和７年度、令和８年度委託事業者は、別途募集予定です。 
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第５節 アンケート調査結果から見る高齢者の現状 

１．調査の概要 

（１）調査の目的 

本計画を策定するにあたり、高齢者の健康状態や生活実態及び福祉サービス等の利用

状況並びに介護サービス提供事業所における介護人材の状況やサービス提供体制など

を把握するために、８区分のアンケート調査を実施しました。 

 

（２）調査対象者 

 

◆調査対象者 

調査区分 対 象 

①介護予防・日常生活圏域ニーズ調査 

●65 歳以上の要介護認定を受けていない高齢者 

●介護予防・生活支援サービス事業対象者 

●要支援認定者 

②在宅介護実態調査 ●在宅で生活している要介護認定者 

③介護サービス提供事業所アンケート調査 ●桐生市内の介護サービス提供事業所 

④介護支援専門員アンケート調査 
●桐生市内の居宅介護支援事業所に勤務してい

る介護支援専門員 

⑤介護人材実態調査（訪問系） 
●桐生市内の訪問系サービスを含む事業所 

（訪問看護サービス等を除く） 

⑥介護人材実態調査（施設・通所系） 
●桐生市内の施設・居住系サービス及び通所・短

期入所系サービス事業所 

⑦在宅生活改善調査 

●桐生市内の居宅介護支援事業所、小規模多機能

型居宅介護事業所、看護小規模多機能型居宅介

護事業所 

⑧居所変更実態調査 ●桐生市内の施設・居住系サービスの事業所 
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（３）調査方法と調査時期 

【調査区分①】 

●調査方法：郵送配布、郵送回収 

●調査時期：令和４年（２０２２）１２月２３日～令和５年（２０２３）１月２０日 

 

【調査区分②】 

●調査方法：認定調査員による聞き取り調査 

●調査時期：令和４年（２０２２）１２月１日～令和５年（２０２３）４月３日 

 

【調査区分③～⑧】 

●調査方法：電子メールにより配布・電子メールにより回収 

●調査時期：令和４年（２０２２）１２月２０日～令和５年（２０２３）１月２０日 

 

（４）回収結果 

 

◆回収結果 

調査区分 配布件数 回収件数 回収率 

①介護予防・日常生活圏域ニーズ調査 6,094 件 3,728 件 61.2％ 

②在宅介護実態調査  618 件  

③介護サービス提供事業所アンケート調査  164 件  

④介護支援専門員アンケート調査  53 件  

⑤介護人材実態調査（訪問系）  38 件  

⑥介護人材実態調査（施設・通所系）  130 件  

⑦在宅生活改善調査  52 件  

⑧居所変更実態調査  62 件  
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２．介護予防・日常生活圏域ニーズ調査 （抜粋） 

（１）家族構成 

家族構成については、全体では「夫婦２人暮らし（配偶者６５歳以上）」が３９．２％

で最も多く、次いで「１人暮らし」が２０．８％、「息子・娘との２世帯」が１５．６％

となっています。 

認定状況別にみると、一般高齢者（要支援・要介護認定を受けていない高齢者）では

「夫婦２人暮らし（配偶者６５歳以上）」の割合が特に高くなっている一方、要支援認

定者（介護予防・生活支援サービス事業対象者を含む）では「１人暮らし」の割合が特

に高くなっており、認定状況により異なる傾向がみられます。 

 

◆家族構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）外出状況（控えている状況） 

外出状況については、「はい（控えている）」をみると、一般高齢者が２９．９％、要支

援認定者が６１．１％と、要支援認定者が３１．２ポイント上回っています。 

 

◆外出状況（控えている状況） 

 

 

 

 

 

 

  

29.9 

61.1 

67.0 

33.4 

3.0 

5.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一般高齢者 n=3,376

要支援認定者 n=332

はい（控えている） いいえ（控えていない） 無回答

20.8 

39.2 

3.8 

15.6 

17.3 

3.3 

19.1 

40.5 

4.0 

15.6 

17.7 

3.1 

38.6 

25.6 

1.5 

15.7 

13.9 

4.8 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

1人暮らし

夫婦2人暮らし(配偶者65歳以上)

夫婦2人暮らし(配偶者64歳以下)

息子・娘との2世帯

その他

無回答

全体 n=3,728 一般高齢者 n=3,376 要支援認定者 n=332
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（３）外出を控えている理由 

外出を控えている理由については、一般高齢者では「その他」が４８．５％と突出し

て高く、具体的な内容をみると新型コロナウイルス感染症を理由に挙げている方が大半

を占めている状況となっています。一方で、要支援認定者では「足腰などの痛み」が

５９．１％と最も高くなっています。 

 

◆外出を控えている理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）外出時の状況 

外出時の状況については、「不便を感じている」をみると、一般高齢者が１１．５％、

要支援認定者が３９．５％と、要支援認定者が２８．０ポイント上回っています。 

 

◆外出時の状況 

 

 

 

 

 

 

 

  

27.0 

13.9 

10.2 

8.8 

8.5 

6.5 

3.0 

2.6 

0.8 

48.5 

6.3 

59.1 

11.8 

28.6 

6.9 

24.1 

15.3 

18.2 

9.9 

4.4 

16.3 

3.9 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

足腰などの痛み

外での楽しみがない

交通手段がない

経済的に出られない

トイレの心配(失禁など)

病気

耳の障害

目の障害

障害(脳卒中の後遺症など)

その他

無回答

一般高齢者 n=1,011

要支援認定者 n=203

11.5 

39.5 

78.5 

43.7 

10.0 

16.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一般高齢者 n=3,376

要支援認定者 n=332

不便を感じている 不便を感じていない 無回答
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（５）外出時に不便と感じていること 

外出時に不便と感じていることについては、要支援認定者では、「送迎してくれる家

族や知人等に多くは頼みにくい」、「自宅からバス停や駅までの距離が遠い」、「身体上の

理由でバス・電車・タクシー等の乗り降りや歩行が難しい」が、一般高齢者と比べて、

割合の差が大きい項目となっています。 

 

◆外出時に不便と感じていること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）参加者として地域活動へ参加する意向 

参加者として地域活動へ参加する意向については、一般高齢者では約５割、要支援認

定者では約４割の人が前向きな回答をしています。 

 

◆参加者として地域活動へ参加する意向 

 

 

 

 

 

  

7.0 

7.8 

47.4 

32.8 

35.1 

46.1 

4.4 

1.5 

6.1 

11.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一般高齢者 n=3,376

要支援認定者 n=332

是非参加したい 参加してもよい 参加したくない

既に参加している 無回答

46.9 

36.6 

28.1 

20.6 

14.9 

14.2 

13.9 

12.6 

7.0 

6.4 

5.9 

3.9 

7.0 

7.5 

44.3 

24.4 

42.7 

29.0 

15.3 

17.6 

16.0 

19.8 

5.3 

26.7 

3.8 

1.5 

6.9 

5.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

車を持っていない、又は運転免許がない

自宅から目的地までの距離が遠い

送迎してくれる家族や知人等に多くは頼みにくい

自宅からバス停や駅までの距離が遠い

バス停や駅から目的地までの距離が遠い

移動にかかる費用が高い

バスや電車等の乗り継ぎが難しい

求める移動手段を利用したい時に利用できないことが多い

坂道が多い

身体上の理由でバス・電車・タクシー等の乗り降りや歩行が難しい

歩道が狭い

目的地の駐車・駐輪スペースが不十分

その他

無回答

一般高齢者 n=388

要支援認定者 n=131
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（７）認知症に関する相談窓口の認知度 

認知症に関する相談窓口の認知度は、一般高齢者、要支援認定者ともに、「はい（知

っている）」は約２割となっています。 

 

◆認知症に関する相談窓口の認知度 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）重要だと思う高齢者施策 

重要だと思う高齢者施策については、「介護保険サービスの充実」が４６．２％で最も

高く、次いで「家族介護者の負担軽減」が４０．３％、「高齢者等の見守りや生活・外出

支援サービスの充実」が３３．３％となっています。 

 

◆重要だと思う高齢者施策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

46.2 

40.3 

33.3 

25.2 

19.0 

16.1 

14.5 

11.8 

10.0 

7.1 

2.2 

8.7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

介護保険サービスの充実

家族介護者等の負担軽減

高齢者等の見守りや生活・外出支援サービスの充実

医療・介護・福祉等に関わる相談窓口の充実

近隣住民同士の支え合い、助け合いのしくみづくり

高齢者向けの住まい、居住環境の改善

認知症にかかわる施策・支援の充実

健康診断や歯科検診の充実

社会参加や交流、通い・集いの場の充実

介護予防・健康増進に役立つ教室・講演等の充実

その他

無回答 全体 n=3,728

21.0 

20.2 

76.8 

74.1 

2.3 

5.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一般高齢者 n=3,376

要支援認定者 n=332

はい（知っている） いいえ（知らない） 無回答
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（９）在宅高齢者向けの支援について 

ひとり暮らし高齢者や高齢者のみで暮らす世帯が多くなっている中、在宅高齢者向け

の支援のうち特に必要と思うものについては、「外出時の送迎・移動支援」が４７．３％

で最も高く、次いで「栄養への配慮が行き届いた食事を定期的に自宅へ届ける支援」が

４４．４％、「緊急時の救急通報システムの利用支援」が３６．４％となっています。 

 

◆在宅高齢者向けの支援のうち特に必要と思うもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

47.3 

44.4 

36.4 

25.4 

24.9 

18.0 

12.4 

9.6 

6.1 

10.1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

外出時の送迎・移動支援

栄養への配慮が行き届いた食事を定期的に自宅へ届ける支援

緊急時の救急通報システムの利用支援

住宅のバリアフリー化に対する助成

見守り、安否確認

家事の援助

火災警報器、自動消火器、電磁調理器等の設置支援

ごみ出しの支援

公衆浴場等の利用助成

無回答 全体 n=3,728
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３．在宅介護実態調査 （抜粋） 

（１）家族等による介護の頻度 

家族等による介護の頻度については、「ほぼ毎日」と回答した人が５４．４％で最も

多く、次いで「ない」が２３．３％、「週１～２日」が１０．４％となっています。在宅

での介護が始まると、半数以上の人が、ほぼ毎日介護に追われているという状況がうか

がえます。 

 

◆家族等による介護の頻度 

 

 

 

 

 

 

（２）主な介護者の年齢 

主な介護者の年齢については、「５０代」が２６．４％で最も多く、次いで「６０代」

が２４．５％、「７０代」が１９．１％となっています。６０代以上の割合が６割であ

り、今後も「老老介護」の世帯は増加していくものと考えられます。 

 

◆主な介護者の年齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

0.4 

0.0 

0.9 

4.9 

26.4 

24.5 

19.1 

16.4 

6.2 

1.3 

0% 10% 20% 30% 40% 50%

20歳未満

20代

30代

40代

50代

60代

70代

80歳以上

わからない

無回答
全体 n=470

23.3 7.0 10.4 4.4 54.4 0.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 n=618

ない 週１日以下 週１～２日 週３～４日 ほぼ毎日 無回答
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3.0 

0.4 

1.1 

0.4 

80.0 

6.4 

9.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

主な介護者が仕事を辞めた（転職除く）

主な介護者以外の家族・親族が仕事を辞めた（転職除く）

主な介護者が転職した

主な介護者以外の家族・親族が転職した

介護のために仕事を辞めた家族・親族はいない

わからない

無回答 全体 n=470

（３）主な介護者が行っている介護 

主な介護者が行っている介護については、「その他の家事」が８２．１％で最も高く、

次いで「食事の準備（調理等）」が７０．４％、「外出の付き添い、送迎等」が６６．４％

となっています。家族介護者等の多くが、食事、掃除、洗濯、買い物等の日常的な生活

援助を主に行っている状況がうかがえます。 

◆主な介護者が行っている介護 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）介護のための離職の有無 

介護のための離職の有無については、「介護のために仕事を辞めた家族・親族はいな

い」という回答が８割を占める一方、少数ではあるものの主な介護者が、離職や転職を

余儀なくされるケースもあることがうかがえます。 

◆介護のための離職の有無 

 

 

 

 

 

 

 

  

25.1 

16.8 

15.7 

23.4 

28.3 

36.8 

25.3 

66.4 

51.5 

29.4 

3.6 

70.4 

82.1 

65.5 

3.4 

0.2 

0.9 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

日中の排泄

夜間の排泄

食事の介助（食べる時）

入浴・洗身

身だしなみ（洗顔・歯磨き等）

衣服の着脱

屋内の移乗・移動

外出の付き添い、送迎等

服薬

認知症状への対応

医療面での対応（経管栄養、ストーマ等）

食事の準備（調理等）

その他の家事（掃除、洗濯、買い物等）

金銭管理や生活面に必要な諸手続き

その他

わからない

無回答
全体 n=470
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４．介護支援専門員アンケート調査 （抜粋） 

（１）高齢者向けの施策について 

高齢者向けの施策として特に重要と思うものについては、「高齢者等の見守りや生活・

外出支援サービス（介護保険サービス以外）の充実」を挙げた人の割合が８４．９％で

最も高く、次いで「近隣住民同士の支え合い、助け合いのしくみづくり」が３９．６％、

「認知症にかかわる施策・支援の充実」が３２．１％となっています。 

 

◆高齢者向けの施策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

84.9 

39.6 

32.1 

26.4 

26.4 

20.8 

18.9 

15.1 

3.8 

3.8 

1.9 

7.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 n=53

高齢者等の見守りや生活・外出支援サービス（介護保険サービス以外）の充実 

近隣住民同士の支え合い、助け合いのしくみづくり 

認知症にかかわる施策・支援の充実 

社会参加や交流（世代間交流を含む）、通い・集いの場の充実 

家族介護者等の負担軽減 

介護保険サービスの充実 

高齢者向けの住まい、居住環境の改善 

医療・介護・福祉等に関わる相談窓口の充実 

介護予防・健康増進に役立つ教室・講演等の充実 

健康診断や歯科検診の充実 

その他 

無回答 
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（２）在宅高齢者向けの支援について 

在宅高齢者向けの支援のうち特に必要と思うものについては、「外出時の送迎・移動

支援」を挙げた人の割合が９６．２％で最も高く、次いで「栄養への配慮が行き届いた

食事を定期的に自宅へ届ける支援」が６２．３％、「見守り、安否確認」が５０．９％と

なっています。 

 

◆在宅高齢者向けの施策 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

96.2 

62.3 

50.9 

34.0 

28.3 

15.1 

5.7 

5.7 

5.7 

0.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 n=53

外出時の送迎・移動支援 

見守り、安否確認 

家事の援助 

ごみ出しの支援 

緊急時の救急通報システムの利用支援 

住宅のバリアフリー化に対する助成 

公衆浴場等の利用助成 

無回答 
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５．介護人材実態調査 （抜粋） 

（１）介護給付による訪問介護サービス提供時間の内容別の内訳について 

介護給付による訪問介護サービスにおいては、「身体介護」の提供されている時間が

最も長く、その割合は４９．８％となっています。次いで「その他生活援助」が３１．４％

となっています。 

 

◆介護給付による訪問介護サービス提供時間の内容別内訳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）介護予防給付・総合事業による訪問介護サービス提供時間の内容別の内訳について 

介護予防給付・総合事業による訪問介護サービスにおいては、「その他生活援助」の

提供されている時間が最も長く、その割合は６２．４％となっています。次いで「調理・

配膳」が１７．４％となっています。 

 

◆介護予防給付・総合事業による訪問介護サービス提供時間の内容別内訳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

8.8 

11.4 

17.4 

62.4 

8.7 

10.5 

19.0 

61.8 

9.0 

21.8 

0.0 

69.2 

0% 20% 40% 60% 80%

身体介護

買い物

調理・配膳

その他生活援助

全体 n=80

訪問系サービス n=68

小多機・看多機・定期巡回 n=12

49.8 

5.9 

12.8 

31.4 

50.5 

6.1 

12.0 

31.4 

39.5 

4.6 

28.0 

28.0 

0% 20% 40% 60% 80%

身体介護

買い物

調理・配膳

その他生活援助

全体 n=105

訪問系サービス n=88

小多機・看多機・定期巡回 n=16
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第６節 桐生市の特徴と課題 

本市の各種統計データや地域包括ケア「見える化」システムを活用した現状分析と将

来推計、さらにはアンケート調査の実施結果などから、本市の特徴及び課題として下記

の事項を挙げることができます。 

 

１．中長期的な視点を踏まえた安定的な介護保険事業の運営 

本市の高齢化率は、令和５年（２０２３）１０月１日現在で、すでに３７．１％に達

しており、高齢者人口のピークは迎えているものの、今後も少子化による人口減少が予測

されていることから、令和１２年（２０３０）には４０．１％、令和２２年（２０４０）

には４６．５％となり、概ね２人に１人が高齢者という時代を迎えることが予測されま

す。 

今後も高齢化率の上昇は続くと予測される一方で、高齢者人口に占める後期高齢者

（７５歳以上）は、第９期計画期間中で減少傾向に転じることが予測されています。 

介護保険サービスの需要量は、高齢者人口や後期高齢者（７５歳以上）の人口などが

影響することから、引き続き、人口動態等を踏まえながら、中長期的に安定した介護保

険事業の運営に努めるとともに、地域のニーズを把握した適切な介護保険サービスの提

供体制の確保に努めることが求められています。 

 

２．地域共生社会の実現に向けた取組 

高齢者が介護や支援が必要な状態になっても、住み慣れた地域で暮らし続けるために

は、介護保険等の公的サービスだけでなく、地域住民同士の支え合い等の「互助」、「共

助」の基盤があることが重要です。 

本市の高齢者世帯の状況は、平成１７年（２００５）から令和２年（２０２０）まで

の１５年間で高齢者独居世帯が１．７倍、高齢者夫婦世帯が１．４倍と急増しています。 

今後も、高齢者独居世帯や高齢者夫婦世帯の増加が見込まれる中、地域における高齢

者の見守りや生活支援の提供体制をさらに強化していくことが求められています。 

以前より、地域で形成されていた地域コミュニティの希薄化が進行しているとの課題

がありましたが、昨今の人と人との接触機会を制限した新型コロナウイルス感染症は、

地域コミュニティの希薄化を加速させたと考えられています。今後、新型コロナウイル

ス感染症に対する制限緩和が進む中、どのように地域コミュニティは展開されるのか、

地域の特徴や状況を把握しながら、地域共生社会の実現に向けた取組を推進していく必

要があります。 
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３．介護人材の確保及び介護現場における業務効率化の推進 

人口減少と少子高齢化のさらなる進展により、介護の担い手不足と介護需要の増大が

深刻化することから、介護保険サービスを安定的に供給できるよう、県をはじめ各職能

団体やサービス事業所等と連携しながら、介護人材の確保に向けた取り組みや、介護人

材の育成及び離職防止を図っていく必要があります。 

あわせて、限られた人員でのケアの質を確保しながら必要なサービスを安定的に供給

していくためには介護現場における業務の効率化が不可欠です。業務効率化については、

国より、介護現場でのロボット・ＩＣＴの活用や介護分野の文書負担軽減等の方針が示

されていることから、これらの方針についてサービス事業者に広く周知し実施支援を図

るとともに、文書負担軽減等に取り組む必要があります。 

 

４．高齢者の社会参加の促進 

超高齢社会を迎えた現在、高齢者がこれまでの知識や経験を活かし、地域社会で役割

をもって個々の能力を発揮して活躍することが必要となります。そのためのさまざまな

活躍の場を充実していくことが生きがいづくりにもつながります。 

介護予防・日常生活圏域ニーズ調査では、外出を控えている理由として、多くの人が

新型コロナウイルス感染症による感染被害を挙げていることから、感染症の流行が高齢

者の外出状況及び地域活動等への参加に与えた影響は大きいものと推察されます。 

外出が制限されることで、高齢者の心身機能の低下も懸念されることから、引き続き、

必要な感染対策を講じつつ、気軽に地域活動に参加できる仕組みづくりや、働くことで

社会参加を図るなど、高齢者が役割をもって地域社会の中で活躍できる場を充実させて

いく取り組みを一層支援していくことが必要です。 

あわせて、地域の状況に応じた外出支援の充実を図り、高齢者の円滑な移動を確保し

ていく必要があります。 

 

５．介護予防・健康づくりの推進 

高齢者が自立した生活を送るためには、適度な運動を定期的に行うなど、心身の機能

低下を防ぐことが重要です。また、健康な生活を維持するためには、定期的なかかりつけ

医の診察による健康観察や日頃からの栄養管理など、疾病予防に向けた取組も重要です。 

介護予防・日常生活圏域ニーズ調査では、新型コロナウイルス感染症の影響もあり、

前回調査より趣味等の地域活動や介護予防のための通いの場への参加率は減少となっ

ています。 

健康で自立した生活を送るためには、若い世代から介護予防に資する取り組みをはじ

めることで、運動習慣や食生活への意識などが定着し、将来的な健康や介護予防につな

がると考えられることから、健康づくりの施策とも連携しながら、あらゆる世代が健康

づくりに関心が持てるよう、健康情報に触れる機会を増やすなど、健康に良い行動をと

りやすい環境づくりが必要です。  
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６．希望する暮らしの実現と介護者支援の強化 

高齢者の暮らしにおいて、介護が必要になっても住み慣れた自宅で暮らし続けたいと

希望するものの、自宅で最期を迎えることができずに、病院や高齢者福祉施設等で最期

を迎える高齢者が多くなっているのが実情です。 

自宅での暮らしを継続するためには、医療、介護、福祉の各支援基盤の強化だけでな

く、各分野におけるサービス提供を担うさまざまな関係者や関係機関が相互に連携する

ネットワークの強化や個々の高齢者のニーズに寄り添った情報提供や相談支援の充実

などが特に重要であると考えられます。 

また、介護者の負担軽減も大切であり、在宅介護実態調査では、在宅で介護をしてい

る約５割の介護者は、ほぼ毎日介護をしている状況です。介護者が一人で介護を抱え込

まないためにも、適切な介護保険サービスの利用や、介護の環境を整えるための介護休

業制度の普及啓発など、介護者の視点に立ったアプローチも必要です。 

 

７．認知症施策の充実 

国の推計によると、令和７年（２０２５）に高齢者の５人に１人が認知症になると予

測されており、今後も認知症高齢者の増加が見込まれています。 

そのような傾向の中、介護予防・日常生活圏域ニーズ調査では、認知症に関する相談

窓口を知っている人は約２割となっています。 

認知症施策を知るきっかけとしては、相談の機会で得られる情報も多いことから、適

切な支援等へ円滑につなげるためにも認知症に係る相談窓口を、より一層周知していく

必要があると考えられます。同時に、地域での認知症理解を深めるため、認知症サポー

ターの増加に向け、学校や企業、団体等への働きかけを強化していくとともに、認知症

の人やその家族の支援ニーズに合った具体的な支援につなげる仕組みであるチームオ

レンジの更なる展開により、地域での認知症理解の促進や通いの場の拡充等を図り共生

社会を実現することが重要となります。 

また、認知症の早期の気づき・早期対応につなげるため、認知症初期集中支援チーム

などの活用により、適切に医療や介護保険サービスへとつながるよう、包括的・継続的

に支援する体制を強化していく必要があります。 
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